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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期
第３四半期
累計期間　

第９期
第３四半期
累計期間　

第８期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 5,266,482 7,719,369 6,883,334

経常利益 （千円） 598,581 570,132 596,655

四半期（当期）純利益 （千円） 357,058 241,200 351,376

持分法を適用した場合の投

資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 478,090 488,777 478,090

発行済株式総数 （株） 3,730,000 3,758,500 3,730,000

純資産額 （千円） 1,192,748 1,455,767 1,187,690

総資産額 （千円） 4,400,175 6,557,192 5,814,537

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 95.73 64.46 94.21

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 95.68 63.29 94.08

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 27.1 22.1 20.4

　

回次
第８期
第３四半期
会計期間　

第９期
第３四半期
会計期間　

会計期間
自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金

額
（円） 70.37 108.08

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。　　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

　　(1）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済状況は、３月11日に発生した東日本大震災とその後の福島第一原子

力発電所の事故の影響を受けた経済活動に緩やかな持ち直しの動きが見られるものの、欧州の債務危機を背景とす

る世界経済の下振れ懸念、円高の進行など、依然として先行き不透明な状況となっております。

　このような環境下、当社は「施設スタイルにこだわらない都市型ブライダルオペレーター」として、東京23区およ

び政令指定都市に展開した挙式・披露宴施設の運営を継続してまいりました。

　新規施設の出店については、大都市圏の認知度が高く、アクセス性の良い立地に合計４施設９バンケットをオープ

ンいたしました。具体的には平成23年４月に専門式場スタイルである「ラグナヴェール ＮＡＧＯＹＡ」（栄駅事

業所）、「ザ マグナス ＴＯＫＹＯ」（銀座事業所）、「ラグナヴェール ＯＳＡＫＡ」（堂島事業所）を、平成23

年５月にレストランスタイルである「ラグナヴェール ＰＲＥＭＩＥＲ」（大阪駅事業所）をそれぞれオープンい

たしました。これらにより平成23年12月31日現在における当社の施設数は10施設、バンケット数は22バンケットと

なっております。

　また、大阪駅事業所において駅直結という利便性の高さを活かし、婚礼料理で培ったノウハウを注ぎ込んだ高価格

帯フレンチレストランを開業いたしました。

　新たなサービスの展開については、結婚式準備の作業効率化による新郎新婦の負担軽減やゲストによる挙式・披

露宴づくりを行うことができるソーシャルメディアウェディングサービス「Anniversary Create（アニバーサ

リークリエイト）」を開発し、平成23年９月より運用開始いたしました。

　さらに、平成23年11月には平成24年春開業予定の「シャルマンシーナ ＴＯＫＹＯ」（表参道事業所）の受注活動

を開始いたしました。

　この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高7,719,369千円（前年同期比46.6％増）、営業利益613,773千円

（前年同期比2.3%減）、経常利益570,132千円（前年同期比4.8%減）、四半期純利益241,200千円（前年同期比32.4%

減）となりました。  

　  　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

(4）従業員数

　　当第３四半期累計期間において、新規出店等に伴う事業規模の拡大により、108名増加しております。
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(5）生産、受注及び販売の実績

　　当第３四半期累計期間において、ブライダル事業の生産、受注及び販売実績が著しく増加しております。

　　これは、栄駅事業所、銀座事業所、堂島事業所、大阪駅事業所のオープンに伴う増加であります。

①施行実績

　当第３四半期累計期間の挙式・披露宴施行件数の実績は、次のとおりであります。

区分 施行件数（組） 前年同四半期比（％）　

ブライダル事業 1,854 154.1

（注）　上記の施行件数には、小規模の式会（披露宴参加者30名未満）は含めておりません。

　

②受注状況

　　　　当第３四半期累計期間の受注件数および残高の状況は、次のとおりであります。　 

区分 受注件数（組）
前年同四半期比
（％）　

受注件数残高（組）　
前年同四半期比
（％）　　

ブライダル事業 2,522 160.0 1,542 137.7

（注）　上記の受注件数及び受注件数残高には、小規模の式会（披露宴参加者30名未満）を含めております。

　

(6）主要な設備

　前事業年度末において計画中であった、重要な設備の新設等について、当第３四半期累計期間に著しい変動があっ

たものは、次のとおりであります。

　

（新設）

　栄駅事業所、銀座事業所、堂島事業所は４月に完成し、４月に稼働しました。また、大阪駅事業所は４月に完成し、５

月に稼働しました。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

 提出日現在発行数(株)
（平成24年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,758,500 3,784,500　
東京証券取引所

（マザーズ）　

完全議決権株式であり、

株主としての権利内容に

何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式であ

ります。また、１単元の株

式数は100株となってお

ります。　

計 3,758,500 3,784,500 － －

（注)  「提出日現在発行数」欄には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日

　　　　（注）１

16,0003,758,5006,000 488,777 6,000 446,777

（注）１． 新株予約権（ストックオプション）の行使による増加であります。

　　　２． 平成24年１月１日から平成24年１月31日までの間に、新株予約権（ストックオプション）の行使により、発行

済株式数が26,000株、資本金および資本準備金がそれぞれ9,750千円増加しております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 　　200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　3,741,800 37,418

完全議決権株式であり、株

主としての権利内容に何ら

限定のない当社における標

準となる株式であります。

なお、１単元の株式数は100

株となっております。

単元未満株式 普通株式　　　　　 500 － －

発行済株式総数 3,742,500 － －

総株主の議決権 － 37,418 －

　　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社エスクリ
港区南青山三丁目２番５号

南青山シティビル　
200 －    200 0.00

計 － 200 －    200 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,287,807 1,022,266

売掛金 14,013 30,743

原材料及び貯蔵品 26,276 41,337

その他 186,560 222,693

貸倒引当金 △455 △527

流動資産合計 1,514,201 1,316,513

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,449,627 3,091,537

建設仮勘定 1,241,190 27,823

その他（純額） 322,869 545,674

有形固定資産合計 3,013,687 3,665,035

無形固定資産 64,028 185,579

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,061,165 1,279,571

その他 161,455 110,492

投資その他の資産合計 1,222,620 1,390,064

固定資産合計 4,300,336 5,240,678

資産合計 5,814,537 6,557,192

負債の部

流動負債

買掛金 257,613 378,886

1年内返済予定の長期借入金 873,678 942,814

リース債務 82,295 88,971

未払法人税等 214,750 135,845

前受金 544,585 541,428

賞与引当金 － 52,729

その他 651,458 743,814

流動負債合計 2,624,381 2,884,490

固定負債

長期借入金 1,532,437 1,518,369

資産除去債務 156,150 339,897

リース債務 177,496 123,280

その他 136,381 235,387

固定負債合計 2,002,465 2,216,934

負債合計 4,626,847 5,101,424

純資産の部

株主資本

資本金 478,090 488,777

資本剰余金 436,090 446,777

利益剰余金 272,367 513,568

自己株式 △109 △126

株主資本合計 1,186,437 1,448,996

新株予約権 1,253 6,771

純資産合計 1,187,690 1,455,767

負債純資産合計 5,814,537 6,557,192
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 5,266,482 7,719,369

売上原価 1,887,698 2,599,392

売上総利益 3,378,783 5,119,977

販売費及び一般管理費 2,750,559 4,506,204

営業利益 628,223 613,773

営業外収益

受取賃貸料 5,220 6,360

協賛金収入 2,704 4,646

その他 2,811 4,001

営業外収益合計 10,736 15,007

営業外費用

支払利息 37,921 51,132

その他 2,458 7,516

営業外費用合計 40,379 58,648

経常利益 598,581 570,132

特別利益

固定資産売却益 314 －

特別利益合計 314 －

特別損失

固定資産除却損 2,415 1,411

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 34,380 －

特別損失合計 36,795 1,411

税引前四半期純利益 562,099 568,720

法人税、住民税及び事業税 268,703 276,178

法人税等調整額 △63,662 51,340

法人税等合計 205,041 327,519

四半期純利益 357,058 241,200
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期会計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。　

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 287,756千円 641,760千円

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年12月31日）および当第３四半期累計期間（自 平成23

年４月１日　至 平成23年12月31日）    

　当社は、ブライダル事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 95円73銭 64円46銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 357,058 241,200

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 357,058 241,200

普通株式の期中平均株式数（株） 3,729,928 3,741,599

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 95円68銭 63円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 1,969 69,268

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。　　　　　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

   平成24年２月７日

    

株式会社エスクリ    

取締役会　御中    

   

    

 有限責任監査法人　トーマツ
    

 
指定有限責任社員

　　 業務執行社員   
公認会計士 水　上　亮比呂　印　

    

 
指定有限責任社員

     業務執行社員
公認会計士 早稲田　　　宏  印

    

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エスクリ

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第９期事業年度の第３四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基礎に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスクリの平成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　    　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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